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  ① 詳細なスマホ利用時間帯を確認する調査項目への見直し 
  ② 詳細なスマホ利用場所を確認する調査項目への見直し 
  ③ Ｗｅｂ上で情報源としている具体的な内容を確認する調査項目への見直し 
さらに、上記に加えて、次の調査項目を追加した。  

























































 スマートフォンや SNS によって引き起こされた事柄が社会問題となるケースが出てい
る。そうした中、学校現場ではスマートフォンや SNSの問題にどう対応しているか、と
いう現状に対する問題点が指摘されている。 


































































2015 年度から 2016 年度までの２年間の全学シラバスデータに対し、テキストマイニン
グツールを利用して関係のキーワードを抽出し分析してみた。 


















スマホ(スマートフォン） 13 27 ◎
携帯電話 51 31 〇


















      増加が見込まれる。
 *2　クラウドの利用増もスマホの利用増につながるものと考えられる。また、ゼミ
      やオフキャンパスプログラムでの連絡や資料など情報伝達での利用が確実
























教育内容*1 利用肯定*2 利用否定*3 総計
PCスキル科目 1 1
専門科目 3 4 7
日本語科目 1 4 5
2015計 3 2 8 13
PCスキル科目 4 4
英語科目 6 6
専門科目 10 2 3 15
日本語科目 2 2
2016計 10 6 11 27
13 8 19 40
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1 授業内容事前視聴 教員→受講生 事前VTR、 スラ イ ド 、 ・ ・ ・ （ 反転授業） ブラ ウザ、 リ ーダ 〇 △ △ △
2 授業で対象と なるポイ ント （ 既修得内容） の学習（ 確認） 教員→受講生 スラ イ ド 、 VTR、 PDF、 文書フ ァ イル ブラ ウザ、 リ ーダ △ 〇 〇 〇
3 Quiz解答（ No1と ペア） 受講生→教員 LM S、 ブラ ウザ 〇 〇 〇
4 メ ッ セージの伝達 教員→受講生 スラ イ ド 、 VTR、 PDF、 文書フ ァ イル ブラ ウザ、 リ ーダ 〇 〇 〇 〇
5 Q&A 教員⇔受講生 テキスト 、 音声 ブラ ウザ、 Line等、 メ ーラ 〇 〇 〇 〇
6 教材コ ンテンツの視聴 教員→受講生 スラ イ ド 、 VTR、 PDF、 文書フ ァ イル、 音声 ブラ ウザ、 リ ーダ 〇 〇 〇
7 問題への解答入力（ ク リ ッ カ ー的利用） 受講生→教員 タ ッ プ（ 解答選択） 、 テキスト 専用AP、 ブラ ウザ 〇 〇 △
8 板書またはスク リ ーンのの撮影（ 板写（ 造語） ） 受講生 板書内容またはスク リ ーンの表示内容 写真・ 動画撮影アプリ 〇 〇 〇 〇
9 調べ学習（ PCの代用） 受講生 Web情報、 OPAC ブラ ウザ 〇 △ △ △
10 授業内容の復習 受講生 授業収録VTR、 スラ イ ド ブラ ウザ、 リ ーダ 〇 〇 〇
11 授業ポイ ント の小テスト 受講生 LM S ブラ ウザ 〇 〇
12 課題の提示 教員→受講生 スラ イ ド 、 VTR、 PDF、 文書フ ァ イル ブラ ウザ、 リ ーダ 〇 〇 〇
13 課題の提出 受講生→教員 テキスト 、 写真、 、 （ スマート デバイ スの場合、 限界がある？） ブラ ウザ、 メ ーラ 〇 〇
14 Q&A 教員⇔受講生 テキスト 、 音声 ブラ ウザ、 Line等、 メ ーラ 〇 〇 〇 〇
15 学習履歴の蓄積・ 記録 受講生 テキスト 、 写真　 （ e-ポート フ ォ リ オ、 LM S） ブラ ウザ 〇 〇 〇 〇
16 メ ッ セージ伝達（ 連絡） 教員⇔学生 テキスト 、 音声 ブラ ウザ、 Line等、 メ ーラ ー ー ー ー
17 連絡網 教員⇔学生間 テキスト 、 音声 Line等、 メ ーラ ー ー ー ー















This research aims to exam the possibility of the utilization of smart device on the university 
education while the changes in technology trends related to the rapid spread of smart devices have 
been investigated. It has been carried on from 2014 in three-year plan. 
In the first year and the first half of the second year, it was carried out to validate the adaptive 
effectiveness of the practical use of smart device for education in daily life. The result showed that 
the possibility of the use for education with smart device was verified, although there was the 
constituent of concern with the use of network. The first half of the second year, extensive 
investigation was complemented by confiding the external research agency. This extensive 
investigation was carried out reviewing the questionnaire items based on the results of the 
pre-investigation. 
In this paper of the final year, by reviewing the findings up to now, regarding the possibility of 
using smart devices for university education, the results of the research on the student's awareness, 
the present situation of the teacher's intention and the problem of utilizing the smart device were 
reported. In parallel with this, the final product, which will organize the methods of the utilization 
the specific scenes of smart devices will be set, is going to be published. 
 
